
１ ． 基本情報

２ ． 独立役員・ 社外役員の独立性に関する 事項

a b c d e f g h i j k l
該当
なし

1 社外取締役 ○ 　 　 ○ 有

2 社外取締役 ○ 　 ○ 新任 有

3 社外監査役 ○ ○ 有

4 社外監査役 ○ ○ 有

３ ． 独立役員の属性・ 選任理由の説明

1

2

3

4

４ ． 補足説明

※１ 社外役員のう ち、 独立役員の資格を充たす者の全員について、 独立役員と し て届け出ている 場合には、 チェ ッ ク ボッ ク ス をチェ ッ ク し てく ださ い。
※２ 役員の属性についてのチェ ッ ク 項目

　 a． 上場会社又はその子会社の業務執行者
　 b． 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与（ 社外監査役の場合）
　 c． 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役
　 d． 上場会社の親会社の監査役（ 社外監査役の場合）
　 e． 上場会社の兄弟会社の業務執行者
　 f． 上場会社を主要な取引先と する 者又はその業務執行者
　 g． 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者
　 h．  上場会社から 役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ている コ ンサルタ ント 、 会計専門家、 法律専門家
　 i．  上場会社の主要株主（ 当該主要株主が法人である 場合には、 当該法人の業務執行者）
　 j．  上場会社の取引先（ f、 g及びhのいずれにも 該当し ないも の） の業務執行者（ 本人のみ）
　 k．  社外役員の相互就任の関係にある 先の業務執行者（ 本人のみ）
　 l．  上場会社が寄付を行っている 先の業務執行者（ 本人のみ）
以上のa～lの各項目の表記は、 取引所の規則に規定する 項目の文言を省略し て記載し ている も のである こ と にご留意く ださ い。

※３ 本人が各項目に「 現在・ 最近」 において該当し ている 場合は「 ○」 、 「 過去」 に該当し ている 場合は「 △」 を表示し てく ださ い。
近親者が各項目に「 現在・ 最近」 において該当し ている 場合は「 ●」 、 「 過去」 に該当し ている 場合は「 ▲」 を表示し てく ださ い。

※４ a～ｌ のいずれかに該当し ている 場合には、 その旨（ 概要） を記載し てく ださ い。
※５ 独立役員の選任理由を記載し てく ださ い。
※６ 独立役員を１ 名以上確保でき ていない状況が生じ た場合又は社外取締役を１ 名以上確保でき ていない状況が生じ た場合、 有価証券上場規程上の企業行動規範に

違反する 状態が発生する こ と と なり ま すので、 速やかに東証の上場会社担当者ま でご連絡く ださ い。

社外取締役／
社外監査役

独立役員氏名

後藤　 愛

番号

長年にわたり 様々なＩ Ｔ シス テム等のプロ ジェ ク ト に関わってき たこ と によ る 豊富な
経験と 幅広い見識を持ち、 監督や助言を通じ てＩ Ｔ ・ デジタ ル化の推進に寄与でき る
ため

財務・ 会計、 企業価値評価及び企業価値経営を専門に大学院教授と し て研究や教育活
動を行っており 、 ま た、 経済産業省設立の企業報告ラ ボの座長を経験する など、 投資
家と のエンゲージメ ント やサス テナビリ ティ にも 精通し ており 、 専門的な学識や経験
等を当社の経営機能強化及び企業価値向上に生かすこ と が期待でき る ため

監査法人及び経営コ ンサルティ ング会社での豊富な業務経験と 公認会計士と し ての専
門知識を生かし 、 経営監視能力を十分に発揮でき る ため

弁護士と し ての法令等に関する 専門的な知識及び経験を有し ており 、 経営の健全性・
適正性の確保及び透明性の向上に寄与でき る ため

独 立 役 員 届 出 書

異動内容
本人の
同意

異動（ 予定） 日

役員の属性（ ※２ ・ ３ ）

会社名

提出日 2026/4/1

独立役員届出書の
提出理由

番号

2026/4/23

コ ードミ ラ イ アル株式会社 4238

定時株主総会に社外役員の選任議案が付議さ れる ため。

野間　 幹晴

松永　 夏也

渡邊　 寛

該当状況についての説明（ ※４ ） 選任の理由（ ※５ ）

独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定し ている （ ※１ ）


